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I . はじめに

･ 法学部の 現状 ･ ･ 法学部で は現在必修科目を全廃

し､ 全 て選択料月 とな っ た ｡ 意欲 の ある学生からは ､

自分 の 好きな科目だけ選択 できて うれ しい と い う声も

聞かれたが ､ 多く の学生は民法 ､ 商法 の ような難解で

重要な科目の 履修を しな い ｡ そ の 結果基礎的な知識が

欠落 して い る の で ､ 法的な議論にならない ｡ 非道 い の

は ､ ｢ だ っ て かわ い そう+ と い う調子で ある｡

私 は学部を卒業して か ら銀行に勤めた経験を持 つ が ､

実社会で は法律と経済は役に立 つ とい う の が実感で あ

る｡ 特に法律で は ､ 民法及び商法が重要で ある ｡ 役所

で も同様で ある ｡ しか しながらそ の 重要な科目 の 履修

率が下が っ て い る ｡

ま た同様に ゼ ミ の履修律も､
一

方 で複数の ゼ ミ を履

修する学生もい る反面 ､ 1 つ もゼ ミを履修しない で卒

業する学生もい て ､ 法学士に値する学生か 否か は疑わ

しい ｡

一

方 で法学部の 就職状況はか な り厳 しく ､ 女子学生

を中心に
一

年 に8 0 名前後の 就職浪人が 出て い る｡ 彼ら

は安易に公務員を志望 して い るが ､ 学力不足 ･ 準備不

足から望むような結果が出て い ない ｡ そ の 結果実に 2

割以上 の学生が安易な就職浪人とい う結果に な っ て い

る ｡

そ こ で私 の ゼ ミ の 目標は ､ ①少なくとも民法 ･ 商法

を 1 年
-

2 年 で 全体を答案を書きなが ら学習す る ｡

(塾法律の 資格を少なくとも 1 つ 以上取る｡ (勤 (金融法)

論点 つ ぶ し以外に大学の ゼ ミ で あ る の で ､ 社会を理解
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する
一

つ の 切り 口とし て ､ 金融問題を学習する｡ ④就

職活動に役立 て る｡ と した もの で ある

私は ､ 9 7 年度か らゼ ミを開始したばか り で ある｡ 必

修 で はない 4 単位とい う縛りの中で どこまで 出来るか ､

手探り の状態で あるが ､ ゼ ミ の 活動を始めたと ころ で

ある｡

2 . ゼミナ
ー

ル と法学教育

･

伝統的に法学部の 教育体制は ､ 大教室の 講義が中

心 で ､ や り た い 人は自分で学習を進め なさい と いう形

態で あ っ た ｡ しか し
一

方 で 4 年生に な っ て も基本的な

判例集の 見方もわからない人が多数い る ｡ そ こ で 山田

ゼミ で は①金融法基礎 ( 民法) ゼ ミ ､ ②金融法 ( 商法

＋金融問題) ゼ ミ を通 じて ､ 基礎的な問題をゼ ミ形式

で確実に理解 して もらう ことを目標として い る｡

(丑基礎 ゼ ミ ･ ･ 基 本的な民法という科目を履修 しな

い 学生が多くな っ て きた - 山 田 ゼ ミ で は自前で学習す

る｡ 2 年生と 3 年生から金融法に入室 した学生 ｡ 毎回

オリ ジナ ル な問題を使用 しなが ら (資料(彰を参照の こ

と) ､ 全員が毎回答案提出 し､ そ の うえ で レ ポ ー

タ
ー

が 報告をする方式をとる｡ 遅れが ちな学生もい るが ､

一

応全員 つ い て き て い る｡ 9 0 分 の ゼ ミ で 4 - 1 0 時間 の

学習が最低限必要｡ お か げ で学生 の 間 で は鬼の 山 田と

いう ことにな っ た ｡ 最難関の 科目な の で ゼ ミ の や り方

も工夫をする ( 講義の 進度とあわせ る) ｡ 一

番
一

般的

な教科書を使用 して オ
ー

ソ ド ッ ク ス な内容を心がける ｡

復習 テ ス ト ( ゼ ミ で学習した問題の 中から出題する ｡) ｡

評価は 出席点8 0 点 プ ラ ス 復習テ ス ト2 0 点｡ テ ス ト は返

却｡ 納得 の い く採点｡
一

年間経 つ とそれぞ れの 学生が

10 c m く ら い の レ ポ
ー

ト が た まる｡ しか し
一

番大変な の

は私 で ある｡ こ の 中には司法試験 ･ 司法書士 の 受験生

もい る の で ､ と に かく
一

年間 で民法を全範囲み ると い

う の が 目標で あ る｡ 議論がやや消極的だ っ た の が反省

点で あ る｡

(卦金融法ゼ ミ ･ ･

持 ち上が り の学生は金融法の み ｡

3 年生か ら履修 した学生は基礎ゼ ミと両方学習 して も

らう｡ 商法 の論点 つ ぶ しプ ラ ス 大学の授業であるから､

そ れ以外に金融法の研究も行う｡ 商法 の 回は毎回設問

に対する答案を提出して もらう｡ 如何に興味を持た せ

るかが問題で ある｡ 時には デ ィ ベ
ー ト (郵政 3 事業の

民営化) 等も取 り入 れて ､ な る べ く学生が退屈 しない

ように工夫をした ｡ 学生が張り切 っ て準備を してきた

の で ､ デ ィ ベ ー ト は盛り上が っ た ｡ E S S の 学生 ( 北

信越 デ ィ ベ ー ト チ ャ ン ピ オ ン) が実に興味深い 方法で

議論を した｡ 女 の子も口角泡を飛ばす議論を行 っ た ｡

同じ狙い で 他大学との 研究会､ 学外の研究会 へ の参加 ､

就職活動 - の 取り組み ､ 東京研修 ､ 単位論文等を行 っ

てきた ｡ モ ッ ト
ー は ､ ｢ 刺激を与えて ､ 興味を持た せ

て ､ 鍛 える ｡ 結果を出させ て 自信を つ けさせ る+ で あ

る ｡

金融 の 回は ､ 北海道拓殖銀行及び 山
一

証券 の破綻等

の 現代的な問題をも取 り上げて興味を持たせ る｡ 学生

はよく調 べ てくる｡ は じめ は全く興味の なか っ た学生

も金融が
一

番おもしろい と い う声が聞 こえ て きた ｡

評価は出席点80 点 プ ラ ス 論文 の評価2 0 点 で行 っ た ｡

3 年生から山田ゼ ミ にきた学生は毎日 6 時間 ぐらい は

勉強 して い る｡ 4 単位 で は割には合わない で あろうが ､

皆が んば っ て や っ てくれて い る｡

3 . 法律学とい う学問

法律は実生活に役立 つ学問で あると い う の が私の ポ

リ シ
ー

で あ る｡ 納得 の上 で ､ 自信 を つ け させ る意味か

らも何か法律の資格を
一

つ 取得させ る の が目標で ある ｡

ゼ ミ の採用に際 し予告は して おく｡ 就職試験の 時に は

マ イ ナ ス には働かな い だろう し､ 履 歴書にも書け る｡

更 に法律を学習した証拠と して 自信に つ ながる ｡ 本年

度は火曜の午後二時間をとりま して 勉強会を行 っ た ｡

私 の 経験上会社に行 っ ても､ 役所に行 っ て も､ 資格

試験 でも法律は役立 つ ｡ 会社に入 っ たら体系だ っ て学

習す る時間はない ｡ そ こ で無理矢理に で も基礎を身に

つ けさせた い ｡ 採用前にそ の こ とを説明して おく｡

4 . ゼミナ ー

ルと就職活動

･ こ の ゼ ミ の 目標 の
一

つ が ､ ｢ 学生 の就職+ で ある ｡

そ こ で金融法ゼ ミ で は 3 回就職相談を行う｡ 採用前に

面接を行いそ の 際に将来の 希望を聞く｡ 東京研修 と称

して学生の希望にあ っ た職場及び先輩の話を聞かせる ｡
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金融の 第 1 線 の市場を見せ る ｡ そ の後に第
一

回 の就職

相談を行う｡ 1 2月 に準備 した論文を基に ､ 証券ゼミ ナ ー

ル 大会に参加する｡ こ こ に は全国か ら5 0 以上 の大学の

5 0 0 名前後 の学生がい く つ か の テ ー マ に別れて 議論を

行う｡ そ こ で 同年代の 学生と話す こ とに より､ と か く

積極性 ･ 社交性がない とい われる学生に刺激を与え る｡

あ る学生が ｢ 今年はあまり話せなか っ た ｡ 来年はも っ

と話すぞ+ と言 っ て い た こ とが印象的で あ っ た ｡ 証券

ゼ ミ ナ ー

ル の 後1 2 月 に最終の就職相談を行 っ た ｡ 親と

よく相談の 上 ､ 第 1 から第3 ま で 希望を書い た レポ ー

トを提出させそ の上 で 最終決定を行 っ た ｡ 今年は公務

員が多か っ た の で学習法を中心 に面談を行 っ た ｡ こ こ

で 注意す べ き ことは決定内容に関して は自己責任とい

うこ と で ある ｡ そ の 中 で
一

人非常に高い理想 ･ 希望を

言 っ て来た学生が い た の で ､ そ の 際に は試験に落ちた

ら浪人するの か否か ､ 留年するか ､ そ の際 の 学費はど

うす るか ､ 親 の 了解済みかという ことも話をした ｡

5 . おわりに

全体的に評価 して ､ 学生にも恵まれた面もあり ､ 予

定 の 計画をほぼ消化で きた ｡ わずか 4 単位とい う縛り

の 中で はそれな り の こ とが 出来た の で はな い か と自己

評価 して い る ｡

こ の ゼ ミ で は学生が納得い く ､ 透明性の ある評価を

目指 して い る ｡ 復習 テ ス トは返却 し､ そ の 際に コ メ ン

トを し､ 評価の 意味を説明する｡ ゼ ミ に最後まで 出席

した ことで8 0 点 の評価をする｡

結果 (就職状況) は これか ら出るの で ､ 足 りない点

は反省 し､ 改良を加えながら､ 自己満足で はなく ､ 学

生 の 満足になる ように学生の声を聞きなが らゼ ミ活動

を続け る つ もり で ある ｡ 講義 で は匿名で ア ン ケ
- 卜を

採 っ て い る｡ ゼ ミ で も匿名で ア ン ケ - 卜をとり､ ゼ ミ

の 改良に つ なげ て いく つ もり で ある ｡

¢まぼ1 00 % の 学生が つ い て きた ｡ 盆' る複数の 学生の

感想に よると ､ ｢ 金融が 一

番もおも しろくな っ た+ と

い っ て い た ｡ わずか 4 単位と い う縛 りの 中で は
一 応 の

成果は出た の で はな い かと考え て い る ｡ 学生 の 言葉で

また来年もが んばろうとい う気にな っ た｡ しか し目の

前には採点を要す る レ ポ
ー ト の 山がある｡
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